
令和年月日 木曜日 第号官 報

第
四
十
九
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
学
生
・
留
学
生
課
」
を
「
学
生
支
援
課
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中「
学
生
」

の
下
に「（
外
国
人
留
学
生
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
の
組
織
及
び
運
営
一
般
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
十
九
条
第
四
号
を
削
り
、
同
条
を
第
四
十
八
条
と
し
、
第
五
十
条
を
第
四
十
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。

（
参
事
官
の
職
務
）

第
五
十
条

第
四
十
三
条
第
一
項
の
参
事
官
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

外
国
人
留
学
生
の
厚
生
及
び
補
導
に
関
す
る
こ
と
。

二

外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
の
連
絡
及
び
教
育
並
び
に
海
外
へ
の
留
学
生
の
派
遣
に
関
す
る
こ
と
。

三

政
府
開
発
援
助
の
う
ち
外
国
人
留
学
生
に
係
る
技
術
協
力
に
関
す
る
こ
と（
外
交
政
策
に
係
る
も
の
を
除
く
。）。

四

大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
に
お
け
る
教
育
の
振
興
に
係
る
国
際
文
化
交
流
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
（
外
交
政
策

に
係
る
も
の
及
び
国
際
統
括
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

第
五
十
三
条
中
「
参
事
官
」
を
「
第
四
十
三
条
第
二
項
の
参
事
官
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
項
の
見
出
し
中
「
学
生
・
留
学
生
課
」
を
「
学
生
支
援
課
」
に
改
め
、
同
項
中
「
学
生
・
留
学
生
課
」
を

「
学
生
支
援
課
」
に
、「
第
四
十
九
条
各
号
」
を
「
第
四
十
八
条
各
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
令
の
一
部
改
正
）

２

大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
令
（
昭
和
六
十
二
年
政
令
第
三
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
中
「
高
等
教
育
企
画
課
」
を
「
大
学
教
育
・
入
試
課
」
に
改
め
る
。文

部
科
学
大
臣

永
岡

桂
子

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

（
建
設
機
械
登
記
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

建
設
機
械
登
記
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
三
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
何
人
も
」
の
下
に
「
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
」
を
、「
対
し
」
の
下
に
「
、
法
務
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え
、「
、
利
害
関
係
が
あ
る
部
分
に
限
り
」
を
削
り
、「
も
の
」
の
下
に
「
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。）の
全
部
又
は
一
部
（
そ
の
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
部
分
に
限
る
。」を
加
え
、
同
条
第

二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
登
記
を
申
請
し
た
者
は
、
登
記
官
に
対
し
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
手
数
料
を
納
付
し
て
、
自
己
を
申
請
人
と
す
る
登
記
記
録
に
係
る
登
記
簿
の
附
属
書
類
の
閲
覧
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
又
は
裏
書
人
」
を
「
及
び
裏
書
人
」
に
、「
第
二
項
及
び
第
三
項
（
先
取
特
権
又
は
質
権
」

を
「
第
三
項
及
び
第
四
項
（
先
取
特
権
及
び
質
権
に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
第
七
十
条
の
二
（
先
取
特
権
又
は
質
権

に
関
す
る
登
記
」
に
、「
第
百
五
十
一
条
か
ら
」
を
「
第
百
五
十
二
条
か
ら
」
に
、「
第
三
項
（
第
四
号
を
除
く
。）」
を

「
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
、「
第
百
五
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
百
五
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

別
表
の
五
の
項
添
付
情
報
欄
ロ
中
「
第
七
十
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
ハ
中
「
第
七

十
条
第
三
項
前
段
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
前
段
」
に
、「
登
記
義
務
者
」
を
「
共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す

べ
き
者
」
に
改
め
、
同
欄
ニ
中
「
第
七
十
条
第
三
項
後
段
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
後
段
」
に
、「
登
記
義
務
者
」
を

「
共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
者
」
に
改
め
、
同
欄
ヘ
を
同
欄
ト
と
し
、
同
欄
ホ
中
「
ニ
」
を
「
ホ
」

に
改
め
、
同
欄
ホ
を
同
欄
ヘ
と
し
、
同
欄
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

第
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
法
第
七
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
登
記
権
利
者
が
単
独
で

抵
当
権
に
関
す
る
登
記
の
抹
消
を
申
請
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報

被
担
保
債
権
の
弁
済
期
を
証
す
る
情
報

共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
法
人
の
解
散
の
日
を
証
す
る
情
報

不
動
産
登
記
法
第
七
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
調
査
を
行
つ
て
も
な
お

の
法
人
の
清
算
人
の

所
在
が
判
明
し
な
い
こ
と
を
証
す
る
情
報

別
表
の
八
の
項
添
付
情
報
欄
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
法
第
六
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
権
利
者
が
単

独
で
申
請
す
る
と
き
は
、
相
続
が
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
市
町
村
長
そ
の
他
の
公
務
員
が
職
務
上
作
成
し
た
情
報

（
公
務
員
が
職
務
上
作
成
し
た
情
報
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
情
報
）
及
び
遺
贈
（
相
続

人
に
対
す
る
遺
贈
に
限
る
。）に
よ
つ
て
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を
証
す
る
情
報

不
動
産
登
記
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
四
年
九
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
三
百
十
五
号

不
動
産
登
記
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
不
動
産
登

記
法（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）第
二
十
六
条（
同
法
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

建
設
機
械
抵
当
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
九
条
、
船
舶
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第

三
十
四
条
第
一
項
及
び
農
業
動
産
信
用
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

（
不
動
産
登
記
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

不
動
産
登
記
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
三
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
と
し
て

次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

法
第
六
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
買
戻
し
の
特
約
に
関
す
る
登
記
の
抹
消
を
申
請
す
る
場
合

別
表
の
二
十
六
の
項
添
付
情
報
欄
ロ
中
「
第
七
十
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、同
欄
ハ
中「
第

七
十
条
第
三
項
前
段
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
前
段
」
に
、「
登
記
義
務
者
」
を
「
共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を

す
べ
き
者
」
に
改
め
、
同
欄
ニ
中
「
第
七
十
条
第
三
項
後
段
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
後
段
」
に
、「
登
記
義
務
者
」

を
「
共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
者
」
に
改
め
、
同
欄
中
リ
を
ヌ
と
し
、チ
を
リ
と
し
、同
欄
ト
中「
ヘ
」

を
「
ト
」
に
改
め
、
同
欄
ト
を
同
欄
チ
と
し
、
同
欄
ヘ
を
同
欄
ト
と
し
、
同
欄
ホ
中
「
ニ
」
を
「
ホ
」
に
改
め
、
同

欄
ホ
を
同
欄
ヘ
と
し
、
同
欄
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

法
第
七
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
登
記
権
利
者
が
単
独
で
先
取
特
権
、
質
権
又
は
抵
当
権
に
関
す
る
登
記
の
抹

消
を
申
請
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報

被
担
保
債
権
の
弁
済
期
を
証
す
る
情
報

共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
法
人
の
解
散
の
日
を
証
す
る
情
報

法
第
七
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
調
査
を
行
っ
て
も
な
お

の
法
人
の
清
算
人
の
所
在
が
判
明

し
な
い
こ
と
を
証
す
る
情
報

別
表
の
三
十
の
項
添
付
情
報
欄
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

法
第
六
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
権
利
者
が
単
独
で
申
請
す
る
と
き
は
、
相
続
が
あ
っ
た
こ
と
を
証

す
る
市
町
村
長
そ
の
他
の
公
務
員
が
職
務
上
作
成
し
た
情
報
（
公
務
員
が
職
務
上
作
成
し
た
情
報
が
な
い
場
合
に

あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
情
報
）
及
び
遺
贈
（
相
続
人
に
対
す
る
遺
贈
に
限
る
。）に
よ
っ
て
所
有
権
を
取

得
し
た
こ
と
を
証
す
る
情
報
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